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本日、特定フィブリノゲン製剤及び特定血液凝固第Ⅸ因子製剤に

よるＣ型肝炎感染被害者を救済するための給付金の支給に関する特

別措置法が成立いたしました。 

 

これら製剤による感染被害者とその遺族の方々は、これまで長き

にわたって、心身ともに言葉に尽くせないほどのご苦労があったと

思います。感染被害者の方々に甚大な被害が生じ、その被害の拡大

を防止できなかったことについて、率直に国の責任を認めなければ

なりません。感染被害者とその遺族の皆さまに心からお詫び申し上

げます。 

 

私自身、一日も早くこの問題を解決したいと思ってまいりました。

大阪高等裁判所における和解協議にも誠実に対応してまいりました

が、地方裁判所ごとに異なる内容の判決が出されてきたＣ型肝炎訴

訟について、司法の判断を踏まえつつ、一方でこれらの製剤による

感染被害者の方々の一律救済の要請に応えるには、現行法制の下で

は限界があり、議員立法による全面解決を決断いたしました。 

 

一日も早い救済を実現するために、与党と弁護団との精力的な協

議、迅速な立法化作業、会派を超えて国会での速やかな対応が行わ

れ、本日、法案が成立し、長年にわたるＣ型肝炎訴訟の解決が図ら

れることになりました。心より感謝を申し上げます。 

 

 感染被害者の方々は、国に対し、肝炎対策の充実を要請してこら

れました。その懸命な活動が一つの契機となり、政府・与党におい

て肝炎対策について真剣に検討を進めることになりました。 



 その結果、無料で受けられる肝炎ウイルス検査を拡大するととも

に、来年度から国と地方公共団体が協力して７か年で総額１８００

億円規模のインターフェロン治療に対する医療費助成を行うこと

等を内容とする新たな肝炎総合対策を実施することといたしてお

ります。これにより、肝炎の早期発見、そして必要な方々すべての

早期治療が進むことを期待いたしております。 

 

さらに、今回の事件の反省に立ち、薬害を繰り返してはならない

との決意のもと、命の尊さを再認識し、医薬品による健康被害の再

発防止に向けた医薬品行政の見直しに取り組んでまいります。 

 

改めて、長年にわたる感染被害者の方々のご労苦にお詫び申し上

げるとともに、再発防止に最善、最大の努力を重ねることをお約束

いたします。 


